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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月8日(2021.6.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ヒューズを含む複数の電子部品を実装した基板を備える遊技機において、
　前記基板の実装面には、
　暗色のレジスト膜が略全域に亘って形成されるとともに、前記ヒューズの実装領域を特
定する位置特定情報が当該レジスト膜上に印刷されており、
　該位置特定情報は、前記レジスト膜の色と比較して明るい色であり、
　前記位置特定情報によって特定される前記ヒューズの実装領域のうち前記ヒューズのガ
ラス管に対向する特定実装領域は、前記レジスト膜が形成されて前記暗色に視認されるよ
うに構成され、
　前記基板の信号配線パターンは、前記特定実装領域を通過することなく形成され、
　前記位置特定情報は白色で形成されている、
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記した目的を達成するために、請求項１に係る発明においては、
　ヒューズを含む複数の電子部品を実装した基板を備える遊技機において、
　前記基板の実装面には、
　暗色のレジスト膜が略全域に亘って形成されるとともに、前記ヒューズの実装領域を特
定する位置特定情報が当該レジスト膜上に印刷されており、
　該位置特定情報は、前記レジスト膜の色と比較して明るい色であり、
　前記位置特定情報によって特定される前記ヒューズの実装領域のうち前記ヒューズのガ
ラス管に対向する特定実装領域は、前記レジスト膜が形成されて前記暗色に視認されるよ
うに構成され、
　前記基板の信号配線パターンは、前記特定実装領域を通過することなく形成され、
　前記位置特定情報は白色で形成されている、
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　ことを特徴とする。
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